






















































































































































































































内容 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳
仕事 ・介護士免許取得（20歳）　　　　　　　　　　　　　　　　　・定年退職
家族 　　　　・結婚（25歳）　　　　　　　　　　　・長女達の結婚（50歳）

























































内容 20歳 30歳 40歳 50歳 60歳
仕事 ・就職（18歳）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・定年退職
　・職種に関しては検討中。
家族 　　・婚約（23歳）・第１、２子の誕生（30歳～40歳）
趣味 ・小説第一作制作、随時映画化やアニメ化（20歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　・全小説の執筆・出版終了。
社会
活動
・ボランティア（主に自主活動）（20歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・その時の世界の問題を解決する。
スキル ・薬の管理（20歳）
・感情のコントロール（20歳）
・集中力を身に付ける（20歳）
友達 ・仕事仲間と友達になる、成人式でも友達が増える（20歳）
　　　　　　　・ イラストレーター、漫画家、同人誌サークル、アニメファ
ン、オタク等の人達と友達になる（30歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・老人会、同窓会等で友達（55歳）
①仕事
18歳で就職と、60歳で定年退職に関しては、第１回目の作成時と同様
である。
今回は、職種に関しては、検討中ということで、自分自身と向き合いな
がら、自己理解を深め、自分の適職について検討している最中であった。
②家族
結婚と、子どもの誕生ということについては、第１回目と同様であっ
た。
③趣味
小説の執筆と、同小説の映像化をしたいという希望が記述として追加さ
れた。また、自分の人生をとおして、小説を執筆していきたいという希望
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を記述していることが分かる。
④社会活動
ボランティアに関する記述がみられる。また、その時の世界の問題を解
決するなど、自分の周りや世界をよくしたいという希望を持っている。
⑤スキル
薬の管理（20歳）の記述がみられた。これは、自分の障害に関する理
解が進み、自己管理の大切さを学んだ結果だと思われる。また、感情のコ
ントロール（20歳）、集中力を身に付ける（20歳）等の記述もあり、自分
自身が獲得しなければならないスキルの理解が深まったようである。　
⑥友達
仕事仲間と友達になる、成人式でも友達が増える（20歳）という記述に
関しては、第１回目と変化はないが、第２回目では、イラストレーター、
漫画家、同人誌サークル、アニメファン、オタク等の人達と友達になる
（30歳）、老人会、同窓会等で友達（55歳）等の記述がみられた。このよ
うに人間関係においても広がりがみられた。
第２回目の作成では、スキルの欄における記述内容の変化がみられた。
具体的には、服薬の管理や、対人関係等で身に付けなければならないスキ
ルの確認である。これらのことから、授業等をとおし、自分の障害特性と
向き合うことで、自己理解が深まり、スキルに対する考察が深まったこと
が考えられる。
Ⅳ　考察
今回の研究では、高等学校通常の学級に在籍する発達障害生徒に対し
て、ライフプランシートを適用したライフプランニング力を高める支援の
在り方について検討した。
具体的には、通級による指導「ライフスキル」の授業でライフプラン
シートを作成することにより、自分自身の障害特性に気付き、自己理解
を深めることができた。このことをとおしてコミュニケーション面で
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の成長がみられ、自信を持って学校生活を送ることができるようになっ
た。また、自分の特性理解から、対人関係作りや集団との向き合い方等
を学習することができた。このことは、進路の学習内容を系統的に捉え
直し、ライフプランニング力を高めることにより本人の学びやすさにつ
ながったのではないかと考える。
また、Ｃ高等学校では、介護職２級の資格取得に向けた講座を開設して
いるが、このことが、自分の人生をプランニングするにあたり、参考に
なっているということが考えられる。
　
Ⅴ　まとめと今後の課題
今回の研究では、高等学校通常の学級における進路の授業において、有
効性が報告されているライフプランシートを活用し、発達障害生徒がライ
フプランプランニングする上での具体的な支援方法を検討した。その結
果、対象者に自らが働く姿を意識させ、将来像の具体的なイメージを考え
るように促すことで自己認知が深まり、人生設計できることが明らかに
なった。特にASD児は、思春期になると自分と周囲とのズレに敏感にな
り、心理的な二次障害を負いやすくなるという障害特性を持っているの
で、本人自身の生きる目的を明確にし、社会性を伸ばす上でも、自己認知
を伸ばす指導が重要である。具体的には、自分の特性との付き合い方や自
分自身に対する援助技術を習得するために、正しい自己理解が求められ
る。また、すぐ目の前にある進学や就労生活等を見据え、人間関係の形成
などソフトスキルを中心とした内容を自立活動と関連付けながら教育課程
を検討することが必要である。
今後は、自分自身のライフプランが構築できることを目指し、そのスキ
ルを身に付けることを目指し、自分の学校卒業後の生活や仕事に求められ
る内容を精選しながら、授業内容を検討していくことが必要である。特
に、通級による指導との学習内容や指導方法等に関する系統性の検討、ま
た、就労支援や生活支援等の関係機関との連携の充実が期待される。さら
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に、学習内容を自立活動と関連付けながら教育課程に位置付けることで、
事後学習等における指導の明確化を図りながら学校教育を充実させていく
ことが望まれる。具体的には、①現在身に付いているライフスキル、②指
導すれば獲得できるライフスキル、③現段階では身に付けることが難しい
ライフスキルに分け、指導すれば獲得できるライフスキルを個別の指導目
標にする必要がある。そして獲得が難しいスキルは、援助要請スキルと
いった他者の援助を受けることへの指導も検討する必要がある。また、小
中学校での通級による指導との学習内容や指導方法等に関する系統性の検
討、さらには、就労支援や生活支援等の関係機関との連携の充実が期待さ
れる。
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